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１．事業計画 全体像
⚫ MCHサプライチェーンは、石油・化学産業の既存設備を活用でき、初期投資を抑えつつ、 早期にCO2フリー水素サプライチェーンを構築できるという強みがある。

⚫ 本事業では海外の安価なCO2フリー水素を年間数万トン規模で製造し、MCHに変換して 国内製油所にて既存設備を有効活用した受入~製造~利活用技術
を確立し、MCH方式の大規模サプライチェーンの社会実装を実現する。

２．研究開発目標とKPI設定および成果・課題
【研究開発項目】 １.海外MCH製造技術の確立

【研究開発項目】 ２.国内MCH処理技術の確立

【研究開発項目】 ３.国際MCHサプライチェーン技術の確立

３．実施体制 ４．実施スケジュール

• 多用な水素源のLCA評価及び低炭素水
素評価手法の確立

2

•  MCH製造プロセスの確立・運転検証・
    コスト低減
3

•  MCH貯蔵・海上輸送コスト低減4

• MCH製造に関するFSの実施1

• 多様な水素源（副生水素、再エネ水素等）につい
て LCA評価を実施し、ブルー水素・グリーン水素の
評価手法を確立する。

• MCH製造プラントの建設、運転検証を通じたプロセ
ス技術の確立

• MCH製造コストの低減（CAPEX/OPEX低減、
MCH製造装置標準化等）

• 海上輸送コスト低減

• 水素源となる候補場所を特定し、水素製造～MCH
製造～貯蔵出荷までの基本仕様を決定しコストを
積算する。

MCH脱水素に関するFSの実施1

MCH脱水素技術の確立2

水素利活用技術の確立3

• MCH脱水素実証製油所を選定し、MCH受入～
MCH脱水素～トルエン貯蔵出荷までの基本仕様を
決定し、コストを積算する。

• 脱水素装置の処理能力の余力を活用し、MCH原
料から水素を併産する。

• 脱水素装置の最適運転技術を確立する。

• 水素供給コストの低減
• 供給水素中のCO2フリー水素の割合を算定するシス
テムを開発しCO2削減量を評価する。

国際MCHサプライチェーンライセンスパッケージ
の構築

1 • MCHサプライチェーン技術（MCH製造・脱水素技術
等 ノウハウを含む）を確立する

国際MCHサプライチェーン品質規格標準化2 • 原料トルエン及び水素、製品MCHの品質規格の標
準化を行う。

標準化を活用した事業化戦略（標準化戦略）方針

•本実証を通じてMCHサプライチェーン構築に必要な
技術ノウハウの権利化・国際標準化を推進し、MCH方式の

  普及拡大と、独自技術の事業展開を目指す。

成果・課題

成果・課題

• 水素源、MCH製造の候補場所７か所の内、４か所（ブ
ルー水素１か所/グリーン水素３か所)のFSを実施。

• ③豪州（オリジン社）、⑦マレーシア州経済開発公社の
２拠点に絞込みし、FEEDへ移行。

• 海外の最新動向調査、CI値算定ツールの更新を実施。
• ISO19870のTS（技術仕様書）が発行された(R5/12月）。
ISOエキスパート・委員として参画し、D-MCH法含む
MCH関連のGHG排出量算定メソドロジーを提案・ 採用
される。

・MCH製造装置プロセスライセンサー候補3社より、
触媒耐久性、メンテナンス性、拡張性、コストの
総合評価により１社に選定完了。

• 昨年度のMCH海上輸送調査を元に、水素・MCH製造の
２拠点について輸送コスト試算、コスト低減の課題を抽出。

• 海上輸送コスト低減に向けた規制課題への取組みとして、
NEDO事業に提案中。

・当社製油所の既存設備状況と近隣需要をプレ調査。
川崎、水島、大阪の3か所にショートリスト化しFS実施中。

・FS検討を実施し、川崎では設備検討（仕様・コスト
試算等）完了。水島/大阪についてもFS検討を実施中。

24年度中にFS検討結果を踏まえ、FEED移行対象を
選定する。

• 既設、新設ケースのそれぞれについて、各ライセンサーのテ
クニカルプロポーザルに基づき触媒 / 装置の性能比較、既
存事業への影響評価を実施。 ライセンサーは “Y社” 
とした場合が、既設 / 新設共に優位性有と判断。

• 川崎製油所設備を前提とした詳細設計を通じて最も低コ
ストな設備仕様を検討中

タンク・桟橋等の既存設備活用 など
• GHG算定ツールに必要なデータ取得可能な設備仕様に
ついて設計への反映を検討中。

成果・課題
• FSを完了し、ライセンスパッケージの対象とする内容を精
査中。また、ライセンスパッケージのメリットの明確化、コスト
との関係を整理し、ビジネス成立性(ビジネスモデルの事業
性評価）について検討中。

• MCH製造/MCH脱水素装置の原料に対する要求品質
に基づき、標準規格案を策定。

• 需要家(発電等)と製造水素に対する要求品質を協議・
検討を開始（NEDO事業）

MCH受入・脱水素拠点（製油所選定）

海外水素源・MCH製造候補サイト

MCH処理技術ケース
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